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　田原隆さんが桜井地区社会福祉
協議会の会長を務めて４年にな
る。退職後、自治会長を担ったこ
とがきっかけとなり地域活動に参
加するようになった。
　モットーは「なんでも楽しく」。
行事も会議も誰もが地域の一員と
して楽しく参加できる取り組み
が、新たな活動の担い手と笑顔を
広げていく。
 【詳しくは12面へ】
 〈撮影・菊地信夫〉

ご存知ですか？成年後見制度ご存知ですか？成年後見制度
講演会「楽しく学ぶ講演会「楽しく学ぶ
成年後見制度」の開催成年後見制度」の開催

（２～４面）（２～４面）特 集

▶今月の表紙
いつも心に太陽を
そして優しいほほ笑みを



　判断能力が十分でない認知症高齢者、精神障害者、知的障害者の支援のため、成年後見制度のさらなる利
用促進が求められており、地域における後見活動の担い手である市民後見人の養成も始まっています。
　成年後見制度や、成年後見人の役割等について、より多くの方々に知っていただくために、かながわ成年
後見推進センターでは、昨年、成年後見を題材にした落語を取り入れた講演会を開催しました。
　この講演会の模様と成年後見制度の概要について紹介します。

特
集

成
年
後
見
制
度
と
は
？

　

認
知
症
や
障
害
な
ど
に
よ
り
、
判
断
能

力
が
十
分
で
な
い
方
が
必
要
な
契
約
を
結

べ
な
か
っ
た
り
、
自
身
に
不
利
益
な
契
約

を
結
ん
で
し
ま
っ
た
り
す
る
場
合
に
備
え

て
、
家
庭
裁
判
所
が
選
ん
だ
成
年
後
見
人

が
、
本
人
に
代
わ
っ
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
契
約
な
ど
を
行
っ
た
り
、
不
動
産
や

預
貯
金
な
ど
の
財
産
管
理
を
支
援
す
る
仕

組
み
を
成
年
後
見
制
度
と
い
い
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
の
創
設

　

成
年
後
見
制
度
は
平
成
12
年
に
介
護
保

険
制
度
と
同
時
に
施
行
さ
れ
た
制
度
で
す
。

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
措
置
制
度
か
ら
利
用

者
に
よ
る
契
約
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

判
断
能
力
が
不
十
分
な
人
が
契
約
で
き
な

か
っ
た
り
、
不
利
益
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

利
用
者
を
支
援
す
る
仕
組
み
が
必
要
に

な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
成
年
後
見
制
度

は
誕
生
し
ま
し
た
。

講
演
会「
楽
し
く
学
ぶ
成
年
後
見
制
度
」

　

本
会
か
な
が
わ
成
年
後
見
推
進
セ
ン

タ
ー
は
、
成
年
後
見
制
度
の
普
及
啓
発
の

た
め
の
事
業
や
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る

相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
よ
り
多
く
の
人
に
成
年
後
見
制

度
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
楽
し
く

学
ぶ
成
年
後
見
制
度
」
と
題
し
た
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
楽
し
く
学
ぶ
」
と
し
た
の
は
、
お
堅
い

難
し
い
話
で
は
な
く
、
落
語
を
取
り
入
れ

力
を
抜
い
て
成
年
後
見
制
度
を
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
、
と
い
う
こ
と
か
ら
で
す
。

　

会
場
も
、
落
語
に
ふ
さ
わ
し
い
、
横
浜

市
中
区
野
毛
に
あ
る
「
横
浜
に
ぎ
わ
い
座
」

で
行
い
ま
し
た
。

第
１
部　

成
年
後
見
落
語

「
後
見
爺
さ
ん
」

　

成
年
後
見
制
度
を
取
り
入
れ
た
落
語
を

披
露
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
落
語
家
の

桂
ひ
な
太
郎
師
匠
で
す
。

　

師
匠
は
、
平
成
17
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ハ
ー
ト

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
成
年
後
見
落
語
「
後
見
爺

さ
ん
」
を
発
表
。
以
来
全
国
各
地
を
回
り
、

成
年
後
見
制
度
を
分
か
り
や
す
く
「
口
演

中
」
で
す
。

　

こ
の
「
後
見
爺
さ
ん
」
は
、
35
歳
の
キ

ヨ
シ
さ
ん
の
母
親
が
認
知
症
に
な
り
、
悪

質
業
者
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
高
価

な
金
額
で
購
入
。
困
り
果
て
て
し
ま
っ
て

い
る
こ
と
を
題
材
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
な
ん
と
か
な
ら
な
い
か
」
と
伯
父
さ
ん

に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
知
り
合
い
の
弁
護

士
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
成
年
後
見
制
度

ご存知ですか？成年後見制度
講演会「楽しく学ぶ成年後見制度」

口演中のひな太郎師匠内嶋弁護士とひな太郎師匠による対談

の
利
用
を
勧
め
ら
れ
る
と
い
う
内
容
の
は

な
し
で
す
。

　

成
年
後
見
制
度
の
必
要
性
と
内
容
を
、

分
か
り
や
す
く
、
笑
い
を
交
え
て
伝
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
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第
２
部
「
成
年
後
見
制
度
の

基
礎
知
識
」

　

第
２
部
で
は
内
嶋
順
一
弁
護
士
か
ら
成

年
後
見
制
度
の
概
要
と
、
そ
の
活
用
に
つ

い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

内
嶋
弁
護
士
は
、
自
ら
も
成
年
後
見
人

と
し
て
活
動
を
し
て
お
り
、
成
年
後
見
制

度
に
精
通
し
て
い
る
弁
護
士
で
す
。

　

内
嶋
弁
護
士
の
講
演
を
基
に
、
成
年
後

見
制
度
の
基
礎
的
な
内
容
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。

◆
任
意
後
見
制
度
と
法
定
後
見
制
度

　

成
年
後
見
制
度
は
、
任
意
後
見
制
度
と

法
定
後
見
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

任
意
後
見
制
度
は
、
本
人
に
判
断
能
力

が
残
っ
て
い
る
う
ち
に
、
後
見
人
候
補
者

と
後
見
人
に
与
え
る
代
理
権
の
範
囲
・
内

容
を
本
人
が
選
ぶ
制
度
で
す
。

　

本
人
が
あ
ら
か
じ
め
後
見
人
を
選
び
、

任
意
後
見
人
の
代
理
権
の
範
囲
を
決
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
本
人
に
公
正
証
書

を
結
ぶ
た
め
の
判
断
能
力
が
な
け
れ
ば
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

　

利
用
方
法
は
、
本
人
と
後
見
人
候
補
者

と
の
間
で
内
容
を
決
め
、
公
証
人
役
場
で

公
正
証
書
で
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
本
人
の
判
断
能
力
が
低
下
し
た

時
に
、
申
立
て
に
よ
り
家
庭
裁
判
所
が
後

見
監
督
人
を
選
任
し
、
任
意
後
見
が
開
始

さ
れ
ま
す
。

　

法
定
後
見
制
度
は
、
判
断
能
力
が
低
下

◆
後
見
人
等
の
主
な
職
務

　

後
見
人
等
の
職
務
は
、
財
産
管
理
と
身

上
監
護
に
分
か
れ
ま
す
。

　

財
産
管
理
は
文
字
ど
お
り
、
預
貯
金
や

権
利
証
な
ど
の
本
人
の
財
産
を
管
理
す
る

こ
と
で
す
。

　

身
上
監
護
は
、
あ
ま
り
な
じ
み
が
な
い

言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ご
本
人
が
安

心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
借
家
の
契

約
や
家
賃
の
支
払
い
、
医
療
機
関
へ
の
入

院
や
施
設
入
居
な
ど
の
契
約
や
費
用
の
支

払
い
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
な
ど
の
手

続
や
生
活
の
見
守
り
を
行
う
こ
と
で
す
。

◆
成
年
後
見
制
度
の
申
立
て

　

成
年
後
見
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
家

庭
裁
判
所
に
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。「
申
立
て
」
に
関
し
、
申
立
人
、
手

続
き
、
候
補
者
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

申
立
人

　

申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

本
人
、
配
偶
者
、
四
親
等
内
の
親
族
の
他

に
、
身
寄
り
が
な
い
、
親
族
か
ら
虐
待
を

受
け
て
い
る
な
ど
の
理
由
で
申
立
て
を
す

る
人
が
い
な
い
場
合
は
市
区
町
村
長
に
よ

る
申
立
て
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
検
察
官

に
も
申
立
権
が
あ
り
ま
す
。

申
立
て
手
続
き

　

家
庭
裁
判
所
で
申
立
て
に
必
要
な
書
類

一
式
を
入
手
し
て
、
本
人
の
判
断
能
力
に

関
す
る
医
師
の
診
断
書
や
戸
籍
謄
本
等
の

必
要
書
類
を
用
意
し
ま
す
。
必
要
な
書
類

◆
後
見
人
等
の
役
割

　

家
庭
裁
判
所
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
後
見

人
等
は
、
弁
護
士
・
司
法
書
士
・
行
政
書

士
・
社
会
福
祉
士
な
ど
の
専
門
職
や
親
族

の
ほ
か
、
社
会
福
祉
協
議
会
等
の
法
人
が

選
ば
れ
ま
す
。
ま
た
、
最
近
で
は
各
市
町

村
で
養
成
さ
れ
た
市
民
後
見
人
も
選
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

後
見
人
等
は
本
人
の
意
思
を
尊
重
し
、

心
身
の
状
態
や
生
活
状
況
に
配
慮
し
な
が

ら
、代
理
権
、同
意
権
、取
消
権
な
ど
与
え

ら
れ
た
権
限
を
用
い
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

し
て
い
る
方
が
利
用
す
る
制
度
で
す
。
本

人
の
判
断
能
力
の
程
度
に
応
じ
て「
後
見
」

「
保
佐
」「
補
助
」
の
３
つ
の
類
型
に
分
か

れ
ま
す
。

　

家
庭
裁
判
所
に
申
立
て
を
行
い
、
後
見

人
を
選
任
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

後
見
人
選
任
時
か
ら
家
庭
裁
判
所
が
関

与
す
る
た
め
、
本
人
の
財
産
等
の
状
況
に

応
じ
た
後
見
人
が
選
任
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

後
見
人
が
行
っ
た
業
務
に
つ
い
て
家
庭
裁

判
所
が
本
人
財
産
に
見
合
っ
た
報
酬
を
決

定
し
、
本
人
の
財
産
か
ら
支
払
わ
れ
ま
す
。

成
年
後
見
制
度

法定後見制度

類型 判断能力 支援者

後見 欠けているのが通常の状態 成年後見人

保佐 著しく不十分 保佐人

補助 不十分 補助人

任意後見制度

判断能力が十分なうちにあらかじめ自ら選ん
だ人（任意後見人）に自分の生活や財産管理な
どの代理権を与える契約を公正証書で結ぶ「任
意後見契約」

代理権
　本人に代わって契約や申請を行ったり、そのために必要
な財産を管理する。
同意権・取消権
　本人にとって不利な契約には同意しないことや、すでに
不利な契約を結んだ場合は取り消すことにより本人の利益
を保護する。
　※同意権・取消権は日用品の購入などを除きます。
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任意後見制度

が
整
っ
た
ら
、
家
庭
裁
判
所
に
申
立
書
類

を
提
出
し
ま
す
。
一
人
で
申
立
て
手
続
き

を
進
め
て
行
く
こ
と
が
難
し
い
場
合
に
は
、

別
途
費
用
は
か
か
り
ま
す
が
、
弁
護
士
や

司
法
書
士
等
の
専
門
家
に
依
頼
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

後
見
人
候
補
者

　

申
立
て
の
際
に
は
、
後
見
人
等
候
補
者

を
決
め
、
申
立
書
に
記
載
し
ま
す
。
適
当

な
候
補
者
が
い
な
い
場
合
は
、
事
前
に
弁

護
士
、
司
法
書
士
、
社
会
福
祉
士
等
の
専

門
家
に
相
談
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

家
庭
裁
判
所
は
、
後
見
人
等
を
選
任
す

る
に
あ
た
り
、
本
人
の
状
況
等
を
踏
ま
え

て
総
合
的
な
判
断
を
し
て
選
任
し
ま
す
の

で
、
必
ず
し
も
記
載
し
た
候
補
者
が
そ
の

ま
ま
後
見
人
等
に
選
任
さ
れ
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。

　

以
前
は
、
後
見
人
等
に
親
族
が
選
任
さ

れ
た
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
現

在
で
は
、
親
族
が
後
見
人
に
選
任
さ
れ
る

の
は
、
全
体
の
３
割
以
下
と
な
っ
て
お
り
、

専
門
職
等
の
第
三
者
が
選
任
さ
れ
る
割
合

が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

第
３
部　

対
談

　

第
３
部
で
は
、
ひ
な
太
郎
師
匠
と
内
嶋

弁
護
士
に
、
後
見
人
は
、
ど
の
よ
う
な
仕

事
を
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
対

談
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
「
身
上
監
護
と
は
、
人
生
の

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
す
る
こ
と
。
成
年
後
見

制
度
は
支
援
す
る
側
の
制
度
で
は
な
く
、

ご
本
人
の
た
め
の
制
度
で
す
」
と
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
意
思
決
定
支
援
の
難

し
さ
等
に
つ
い
て
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
落
語
・
講
義
と
と
も

に
大
変
分
か
り
や
す
か
っ
た
」「
制
度
の
活

用
に
つ
い
て
相
談
し
て
み
た
い
と
思
う
」

と
い
っ
た
感
想
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
動
き

　
「
成
年
後
見
制
度
の
利
用
の
促
進
に
関

す
る
法
律
」
が
、
平
成
28
年
５
月
18
日
に

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
で
は
、
制
度
を
利
用
す
る
本

人
が
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
運

用
の
改
善
に
努
め
る
こ
と
や
、
全
国
ど
こ

で
も
地
域
の
格
差
な
く
利
用
で
き
る
こ

と
、
成
年
後
見
人
の
不
正
防
止
に
努
め
る

こ
と
な
ど
が
目
標
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
は
、平
成
29
年
３
月
末
現
在
で
、

22
市
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
が
法
人
後
見

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
後
見
人
を
養
成
し
て
い
る

市
は
政
令
市
を
含
め
て
12
市
と
少
し
づ
つ

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

か
な
が
わ
成
年
後
見
推
進
セ
ン
タ
ー
で

は
、
今
後
も
成
年
後
見
制
度
の
普
及
に
向

け
た
事
業
を
実
施
し
て
行
く
と
と
も
に
、
成

年
後
見
制
度
に
関
す
る
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

か
な
が
わ
成
年
後
見
推
進
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
５
―
３
１
２
―
５
７
８
８

（
権
利
擁
護
推
進
部
）

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
制
作
し
ま
し
た

　

今
回
の
講
演
の
模
様
を
元
に
、
赤

い
羽
根
共
同
募
金
配
分
金
に
よ
り
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
制
作
し
ま
し
た
。
県
内
の
市
区

町
村
の
行
政
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館

な
ど
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

成年後見制度の申立て成年後見制度の申立て

申立て（家庭裁判所）

審判（家庭裁判所）
後見人等の選任

支援の開始

裁判手続き（家庭裁判所）
審問：必要に応じ、家事審判官（裁判官）による事情の聞き取り
調査：家庭裁判所調査官による調査（申立人・本人・後見人等候補者）
鑑定：後見と保佐は、本人の判断能力について鑑定

法定後見制度 任意後見制度

認知症や障害等により、判断能力が
十分でないため、財産の管理や福祉
サービスの契約が一人ではできない

後見・保佐・補助開始の申立て
申立ては、本人・配偶者・４親等
内親族・市区町村長等

申立てに必要なもの
申立書・戸籍謄本・住民票・成年後見に関する
登記事項証明書・診断書・財産目録など

任意後見監督人選任の申立て
申立ては、本人・配偶者・４親等
内の親族・任意後見人等

将来に備え、公正証書で代理人（任
意後見人）と契約を結ぶ

判断能力が不十分になったとき
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民生委員児童委員民生委員児童委員ですですこ
ん に ちは

!

　昨年の12月のクリスマス会には、児童扶養手当等の申
請手続きの際に案内をしたひとり親家庭のあのお母さん
がお子さんを連れて参加していました。
　「サンタさんに会えた！」というそのお子さんの喜び
の顔を見ていると本当に幸せそうで、その喜んでいるお
子さんを見ているお母さんの顔も大変嬉しそうで、それ
を見ている私たちも幸せな気持ちになりました。

　平塚市花水地区民生委員児童委員協議会（以下、花水
地区民児協）は、平塚市の海岸に面した国道134号線沿い
の世帯数7,733世帯、人口18,345人が住んでいる地域で、
民生委員児童委員24名と主任児童委員２名の合計26名に
より運営されています。
花水地区民児協の「子育てサロン」
　子育ては昔に比べると深刻な問題になっていると感じ
ます。花水地区民児協では７年ほど前から当地区民児協
独自で運営する「子育てサロン」を開催してきました。
　開催日は原則的に毎月第４月曜日の午前10時からで、
対象は未就学児童です。
　子育てサロンに来る方のきっかけ・背景はさまざまで
す。家庭の事情から未就学児を育てているひとり親家庭
の方がおり、その方に児童扶養手当の申請手続きや保育
所の申請の助言を通して「子育てサロン」の開催をお伝
えした例もあります。
　「子育てサロン」の内容は月によって異なりますが、当
地は平塚なので「七夕竹飾り作り」や、「ブックフェス
ティバル」との共催で「お楽しみ会」の開催、「お茶会」、
「手作りおもちゃ」、保健師による「保健指導」、栄養士に
よる「栄養指導」、歯科衛生士による「歯科指導」も行っ
ています。
　特に12月の「クリスマス会」は人気があります。民生
委員児童委員の男性がサンタクロース役になって、子ど
もたちにプレゼントを贈るのです。毎年大盛況で、保護
者である父母と児童を合わせると200名を超える参加者
があります。

平塚市花水地区民児協の
「子育てサロン」

小原　公一（民生委員児童委員）
平塚市花水地区
民生委員児童委員協議会

　平塚市内では、民生委員児童委員やそのＯＢ・Ｏ
Ｇ、町内福祉村（※）により、現在50カ所の「子育
てサロン」や「子育てサークル」が、各地域の公民
館を利用して毎月開催されています。
　少子高齢化の時代、子育て中の親御さん同士、ま
た子育て支援者や地域の人と出会う場として、子育
てサロンはますますその存在が重要視されるように
なってきたのではないでしょうか。
※平塚市独自で行っている地域住民、関係者、市が協働
して地域住民が主体となった地域における支え合いの
仕組み （平塚市民生委員児童委員協議会）

民生委員制度は、平成29年で100周年を迎えました。左上のマークは、100周年シンボルマークです。

京浜警備保障株式会社

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

岡 本 誠 一 郎代表取締役社長

一般家庭から大型ビルまで
最新のエレクトロ技術によ
り安心と安全を提供します。
防犯カメラや新型ＡＥＤも
取扱っております。

高齢者や身体の不自由な方の為の
【緊急通報サービス】を当社では格
安で提供しております。
関心のある方や希望される方はお
気軽にお問い合わせ下さい。

子どもや親御さんの笑顔があふれるクリスマス会。閉会
後は民生委員児童委員もこの笑顔
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「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
」
は
70
周
年
を
迎
え
ま
す
！

　

今
年
も
10
月
１
日
か
ら
全
国
一
斉
に

「
赤
い
羽
根
・
共
同
募
金
運
動
」
が
始
ま

り
ま
す
。

　

共
同
募
金
は
、
戦
後
復
興
の
一
助
と

し
て
、
昭
和
22
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
、
市

民
の
優
し
さ
や
思
い
や
り
を
届
け
な
が

ら
、
そ
の
時
々
に
必
要
と
さ
れ
る
民
間

の
福
祉
活
動
を
資
金
面
で
支
え
て
き
ま

し
た
。

　

多
く
の
県
民
や
企
業
・
団
体
の
皆
様

　

近
年
、
地
域
福
祉
の
ニ
ー
ズ
や
課
題

が
多
様
化
し
、
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

（
福
）
神
奈
川
県
共
同
募
金
会
（
以
下
、

県
共
募
）
で
は
、
時
代
に
即
し
た
地
域

福
祉
を
推
進
す
る
た
め
に
、
民
間
資
金

の
特
性
を
発
揮
し
、
自
治
会
・
町
内
会
、

企
業
、
学
校
等
の
地
域
を
構
成
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
組
織
と
の
協
働
を
さ
ら
に
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

「
神
奈
川
県
共
同
募
金
会
経
済
団

体
協
力
会
」
と
の
協
働

　
「
神
奈
川
県
共
同
募
金
会
経
済
団
体

協
力
会
」
は
、
平
成
25
年
９
月
１
日
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
神
奈
川
県
商
工
会

議
所
連
合
会
、
神
奈
川
県
商
工
会
連
合

会
、
神
奈
川
県
経
営
者
協
会
、
神
奈
川

経
済
同
友
会
、
神
奈
川
県
中
小
企
業
団

体
中
央
会
の
５
団
体
が
協
賛
し
て
い
ま

す
。

　

県
共
募
は
「
協
力
会
」
と
連
携
し
て
、

法
人
募
金
の
協
力
依
頼
先
を
拡
大
す
る

な
ど
、
県
内
企
業
か
ら
一
層
の
理
解
と

協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

企
業
と
の
協
働
事
業
の
推
進

　

企
業
が
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
一
環
と
し
て

共
同
募
金
と
の
協
働
を
広
め
る
中
で
、

各
企
業
に
対
し
て
共
同
募
金
仕
様
の
自

動
販
売
機
設
置
や
商
品
に
よ
る
寄
付
、

寄
付
金
付
き
の
商
品
開
発
な
ど
の
企

画
・
提
案
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
県
民
が
利
用
す
る
鉄

道
各
社
と
の
協
働
推
進
を
図
り
な
が

ら
、
地
元
意
識
を
喚
起
し
た
各
沿
線
の

地
域
福
祉
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
鉄
道

会
社
と
の
協
働
事
業
に
よ
り
、
全
国
初

と
な
る
コ
ラ
ボ
缶
バ
ッ
ジ
も
製
作
し
て

い
ま
す
。

教
育
機
関
と
の
協
働
の
推
進

　

次
世
代
を
担
う
学
生
と
と
も
に
地
域

福
祉
を
推
進
す
る
た
め
に
、
平
成
27
年

４
月
、
学
校
法
人
関
東
学
院
、
中
央
共

同
募
金
会
、
県
共
募
の
３
者
に
よ
り
、

全
国
初
と
な
る
共
同
募
金
会
と
教
育
機

関
と
の
共
同
宣

言
を
行
い
ま
し

た
。
共
同
宣
言

を
受
け
て
、
引

き
続
き
関
東
学

院
大
学
の
学
生

を
中
心
に
、
地

域
や
企
業
、
福
祉
施
設
な
ど
と
連
携
し

た
新
規
事
業
を
企
画
・
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

県
内
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
と
の
協
働

　

県
共
募
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
県

内
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
と
の
協
働
を

開
始
し
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ

の
横
浜
Ｆ
・
マ
リ
ノ
ス
、
川
崎
フ
ロ
ン

タ
ー
レ
、
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
、
プ
ロ
野

球
の
横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
、

女
子
サ
ッ
カ
ー
の
ノ
ジ
マ
ス
テ
ラ
神
奈

川
相
模
原
が
協
働
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

赤
い
羽
根
募
金
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

各
チ
ー
ム
の
公
式
戦
会
場
で
は
、
赤

い
羽
根
と
コ
ラ
ボ
グ
ッ
ズ
（
ピ
ン
バ
ッ

ジ
等
）
を
使
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
募
金
を

実
施
し
ま
す
。

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

　

募
金
へ
の
ご
協
力
や
募
金
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
へ
の
ご
参
加
な
ど
、
平
成

29
年
度
共
同
募
金
に
、
引
き
続
き
ご
支

援
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

（
神
奈
川
県
共
同
募
金
会
）

共同宣言書の署名式

か
ら
の
ご
寄
付
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

支
え
ら
れ
、
今
年

度
で
運
動
創
設
か

ら
70
周
年
を
迎
え

ま
す
。

70周年ロゴマーク

児童・高齢者・障がい児者
等の民間社会福祉施設へ
２億２，３５０万円
各種社会福祉団体へ
４，３００万円
在宅福祉サービス団体へ
４，８００万円

市区町村社会福祉協議会へ
３億１，５８５万円年末たすけあい

援護活動
３億９，９６７万円

国内災害時の
準備金として
３，６３９万円

県民に対する災害見舞
いや県内外災害発生時
の緊急対応資金
５００万円

募金・広報資材作成費
および本会事業費
８，３１４万円

市区町村ごとの
共同募金会事業費
５，８４５万円

平成29年度
寄付金配分計画額
12億1，300万円

平成29年度の目標額は12億１，300万円

相模鉄道（株）
「そうにゃん」

江ノ島電鉄（株）
「えのん」

今年度のコラボグッズ
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子
ど
も
の
未
来
を
支
え
る 

―
「
子
ど
も
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催

　

経
済
状
況
や
生
活
環
境
に
よ
ら
ず
、

子
ど
も
が
夢
や
希
望
を
描
け
る
社
会
の

実
現
に
向
け
取
り
組
む
こ
と
を
考
え
よ
う

と
、
８
月
24
日
、
県
と
藤
沢
市
の
共
催
に

よ
る
「
子
ど
も
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
、

藤
沢
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
立
教
大
学
教
授
の
湯
澤

直
美
さ
ん
は
、
相
対
的
貧
困
を
説
明
。

見
え
づ
ら
い
貧
困
ゆ
え
支
援
が
届
か
な
い

状
態
で
被
る
不
利
の
連
鎖
を「
不
利
の
雪

だ
る
ま
」
と
表
現
し
、
そ
れ
を
生
み
出
さ

な
い
よ
う
政
策
の
推
進
と
併
せ
、
子
ど
も

に
密
着
し
て
い
る
組
織
や
現
場
、
地
域
の

支
え
に
も
大
き
な
力
が
あ
る
と
、
社
会
全

体
で
支
え
る
必
要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

事
例
発
表
で
は
、
子
ど
も
の
貧
困
対

策
を
市
の
施
策
に
位
置
づ
け
推
進
し
て

い
る
、藤
沢
市
青
少
年
部
の
村
井
み
ど
り

さ
ん
が
事
業
概
要
を
説
明
。
県
立
田
奈

高
等
学
校
の
金
澤
信
之
さ
ん
は
、
校
内

に
開
設
し
た
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

と
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
の
協
働
に
よ
る
居
場

所
づ
く
り
や
学
習
支
援
の
取
り
組
み
を

報
告
し
、「
福
祉
・
就
労
・
教
育
は
密
接

に
関
わ
り
が
あ
る
。
卒
業
後
も
含
め
、
年

齢
に
よ
る
切
れ
目
を
埋
め
る
働
き
か
け
を

学
校
も
担
う
必
要
が
あ
る
」と
話
し
ま
し

た
。（
福
）
秦
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

小
泉
和
代
さ
ん
は
、
市
内
社
会
福
祉
法

人
と
設
立
し
た
基
金
に
よ
る
困
窮
状
態

か
ら
の
脱
却
を
支
援
す
る
「
た
す
け
あ
い

給
付
金
事
業
」
を
紹
介
。（
特
非
）
子
ど

も
セ
ン
タ
ー
て
ん
ぽ
の
髙
橋
温
さ
ん
は
、

運
営
す
る
子
ど
も
シ
ェ
ル
タ
ー
を
説
明
し

「
自
分
が
困
っ
て
い
る
か
も
分
か
ら
な
い

子
が
い
る
。
こ
う
し
た
子
ど
も
の
状
況
や

支
援
す
る
機
関
を
周
知
し
、
周
り
が
気

付
き
つ
な
げ
る
こ
と
が
大
事
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

湯
澤
さ
ん
は
「
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
制
度
を
活
用
し
、ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

取
り
組
み
を
ど
う
作
る
か
。
生
ま
れ
る
前

か
ら
の
家
族
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
含
め
、

子
ど
も
の
未
来
を
支
え
る
た
め
に
で
き
る

こ
と
は
多
く
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

2017年7月26日～8月25日

●養育「家庭に近い環境で」里親大幅増目標
　厚生労働省の有識者検討会は31日、虐
待を受けた未就学児を児童相談所が里親
に委託する割合を75％以上にするなど、
新たな数値目標を盛り込んだ報告案を示
した。より家庭に近い環境で暮らしても
らうことが狙いだが、里親委託は現在２
割にも届いておらず、なり手の育成が急
務。

●2015年度の社会保障給付費、過去最高
　国立社会保障・人口問題研究所は１
日、2015年度の社会保障給付費が前年度
比２兆6,924億円（2.4％）増の114兆8,5
96億円で過去最高になったと発表した。
部門別では年金が54兆9,465億円、医療
が37兆7,107億円、介護を含む福祉その
他が22兆2,024億円だった。

●養成校入学の留学生が５年で30倍
　介護福祉士の取得を目指す留学生が、
専門学校などの養成校に今春入学したの
は全国で591人と、全体の１割近くに
上っている。９月に施行される改正出入
国管理・難民認定法で在留資格に「介護」
が加わり、最大５年の在留資格が得ら
れ、新たに介護福祉士となった外国人は
繰り返し更新できることが背景にある。

●津久井やまゆり園、小規模分散化を表明
　県立障害者施設「津久井やまゆり園」
の再生について17日、専門部会がまとめ
た最終報告書を全会一致で承認し、黒岩
祐治知事に提出した。知事は施設を小規
模、分散化する意向を表明。当初打ち出
した全面建て替え方針を撤回し、家族ら
に理解を求めていく考えを示した。

－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －19－17－808
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei.co.jp
URL http://www.yasue-sekkei.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください
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❖１．心のバリアフリー推進員養成研修講座
　企業や店舗で、障害者に対する取り組みの中心的な
役割を担う「心のバリアフリー推進員」を養成しま
す。対象は、県内企業等の人事・研修・社会貢献、接
客・販売担当者などです。
研修の内容
　障害当事者を中心とした講師陣が、以下のような講
義及び介助実習を行います。
・ 障害者に対する接客の基本、コミュニケーションの方法
・ 障害特性や場面に応じた「合理的配慮」（段差のある
場所での車いす利用者の介助、視覚障害者への商品
説明、挨拶など簡単な手話、災害への備え等）
　 　研修修了者には、神奈川県知事より修了証書が交
付されます。また心のバリアフリーの推進、社員研
修等のご相談に、専門スタッフがお答えするサポー
ト窓口をご利用いただけます。
研修日程
　企業等の所在地に関わらず、ご希望の日時・会場に
お申し込みください。お申し込みは当法人のウェブサ
イトのほか、ファックスでも受け付けています（上記
連絡先参照）。
・11月13日（月）午後２時から午後４時まで

◎ このコーナーでは、子育てや障害、認知症・介護当事者の目線から、普段の暮らしに役立つ「おすすめ」なものを紹介します。

～県内全企業を対象とした「障害者理解促進事業」
　地域で自立生活する障害者には、日常的な買い
物や様々なサービスの利用時に、店舗従業員の適
切な障害理解に基づいた接客や配慮が必要です。
　そこで、神奈川県では、障害者理解の底上げと、
障害者の地域における社会参加を促進するため、
企業等における社員研修を活用して障害者の理解
促進を図ることとして、平成23年度より障害者理
解促進事業を開始しました。当法人では、神奈川
県の委託により、次の２つの研修を実施しています。

広がれ、心のバリアフリーの輪

❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ 

［神奈川県委託事業］障害者理解促進事業（心のバリアフリー
推進員養成研修講座・研修コーディネート）のお知らせ
URL  http://blog.kilc.org/info/2017/08/post-33.html

　会場：ひらつか市民活動センター　会議室Ａ・Ｂ
・12月６日（水）午後２時から午後４時まで
　会場：かながわ県民センター　304会議室
❖２．障害者理解促進研修コーディネート事業
　県内企業等における障害者への理解や障害者の社会
参加を進めるため、企業で行う研修会や勉強会に障害
当事者等の講師を派遣して研修を支援します。また、
その後の取り組みについてもサポートします。
　対象は公共交通機関・宿泊施設・百貨店等の障害者に
接する機会の多い企業をはじめ、全ての人に優しい社
会づくりのため、県内の全企業を対象としています。
研修内容
　障害理解や障害者への適切な応対などをテーマに、
企業が実施する社員研修をサポートする研修コーディ
ネート事業として、研修
講師の紹介や派遣、研修
内容の相談等を行ってい
ます。障害当事者を中心
とした講師陣が、ご希望
に応じた講義及び介助実
習を行います。
　詳細は当法人までお問
い合わせください。

今月は ⇨ （Ｎ）神奈川県障害者自立生活支援センター
がお伝えします !

　通称KILC（キルク）。1997年４月設立。障害者の自立生活を
目指してピアカウンセリング（障害者による相談事業）や各種
情報提供、障害者施策の研究・提言など障害当事者の目線で共
生社会の実現を目指した活動を展開。現在、厚木・平塚等４カ
所の事業所で活動中。

〈連絡先〉〔法人本部〕〒243‒0035 厚木市愛甲１‒７‒６
           （ＪＲ南武線中野島駅から徒歩７分）
           ☎046－247－7503 FAX 046－247－7508
           URL http://www.kilc.org Mail info@kilc.org

視覚障害当事者による駅での講義
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福祉最前線
̶現場レポート̶

身近な方を自死で亡くした方のための法律相談

　当会では、県内の自殺問題対策に関し、行政機関の担
当者等と協議を行ってまいりましたが、自死遺族の方々
が気軽に法律相談できる場所がほしいという現場の声に
応えて、本年６月１日から「自死遺族ホットライン」と
いう電話相談を開始しました。
　家族の自死によって、遺族の方々はある日突然、賃貸
物件の所有者や鉄道会社から多額の損害賠償請求を受け
たりする場合があります。他方、事情によっては、労災
申請をしたり勤務先に損害賠償請求をしたりすることも
可能であるのに、あまりに突然の出来事のため、これら
のことに気付かないことも多く、放っておくと不利益が
生じてしまう場合があります。
　また、自死遺族は、自責の念や自殺に対する周囲の偏
見から、精神的にも追い込まれ、深く傷ついている場合
も多く、相談担当者の配慮が必要になります。
　当ホットラインでは、自死遺族の方々の置かれた厳し
い現実を鑑み、心情に寄り添いつつも、その直面する相
続放棄、労災申請、損害賠償請求、生命保険金請求と

◎ このコーナーでは県内各地の福祉関連の当
事者・職能団体等の方々から日ごろの取り
組みをご寄稿いただきます。

いった法律問題をしっかり拾い上げて対応するべく努め
ています。
　自分では対応が難しい、どうしたらよいか分からない
と思ったら、一人で抱え込まないで、まずはお電話でご
相談ください。

神奈川県弁護士会
貧困問題対策本部自死問題対策部会長　田口　幸子
　神奈川県弁護士会は、神奈川県内に法律事務所を持つ弁護士全員が加
入する法定団体です。当会では、基本的人権の擁護と社会正義の実現を
めざし、様々な活動をしています。その中で貧困問題対策本部では、貧困
に関わる人権問題に取り組んでいます。
〈連絡先〉 〒231－0021横浜市中区日本大通９番地
☎ FAX 045－211－7705（業務課）

当会のロゴ
かなべんくん

神奈川県弁護士会　自死遺族ホットライン
０４５－２２８－７８３２

　まず、上記電話番号にお電話をいただければ、翌日まで
（土日祝日を除く）に担当の弁護士から折り返しのお電話
をいたします。

【受付時間】
平日　午前９時30分～12時
　　　午後１時～午後４時30分
＊電話相談料　無料（20分程度）
＊無料電話相談は、おひとり様１回の
　ご利用とさせて頂きます。

リーフレットは当会ホームページからダウンロードできます。
http://www.kanaben.or.jp/news/event/2017/post-298.html

9
第790号　福祉タイムズ　2017.9.15



に
最
も
必
要
な
も
の
は
「
良
い
人
間
関

係
を
築
く
こ
と
」
と
す
る
、
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
が
75
年
に
渡
っ
て
続
け
て
き
た

成
人
発
達
研
究
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
を

仕
事
を
通
し

て
実
現
で
き

る
こ
と
が
福

祉
の
魅
力
で

あ
る
と
語
り

ま
し
た
。

　

就
職
相
談

会
で
は
社
会

福
祉
法
人
、
医
療
法
人
社
団
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
、
株
式
会
社
な
ど
多
様
な
運
営
主

体
か
ら
１
２
２
ブ
ー
ス
が
出
展
。
関
係

機
関
・
団
体
の
専
門
相
談
ブ
ー
ス
も
設

置
さ
れ
、
資
格
取
得
や
施
設
見
学
等
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
し
た
。

　

就
職
支
援
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
参
加
者
も

含
め
、
各
ブ
ー
ス
に
は
学
生
や
中
高
年

齢
者
、
子
ど
も
連
れ
の
女
性
な
ど
幅
広

い
層
の
求
職
者
延
べ
４
０
０
人
以
上
が

訪
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
一
度

で
多
く
の
法
人
か
ら
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
大
変
参
考
に
な
っ
た
」
な
ど
の
感

想
も
聞
か
れ
、
求
職
者
と
求
人
事
業
者

の
出
会
い
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

　

身
近
な
問
題
と
し
て
社
会
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
認
知
症
へ
の
対
応
。
こ

の
取
り
組
み
に
よ
り
病
気
へ
の
理
解
と

支
援
の
輪
が
広
が
る
よ
う
、
期
待
が
寄

せ
ら
れ
ま
す
。

※
詳
細
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介

し
て
い
ま
す
。

 

（
地
域
福
祉
推
進
担
当
）

　

８
月
４
日
、
か
な
が
わ
福
祉
人
材
セ

ン
タ
ー
の「
第
１
回
福
祉
の
し
ご
と
フ
ェ

ア
」
が
開
催
さ
れ
、
午
前
・
午
後
の
２

部
制
で
就
職
支
援
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
就
職

相
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

就
職
支
援
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、
高
齢
、

障
害
、
児
童
の
分
野
か
ら
、
福
祉
施
設

の
職
員
が
自
ら
の
経
験
な
ど
を
も
と
に

仕
事
の
や
り
が
い
や
魅
力
を
紹
介
。

　

第
１
部
で
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
第
二
座
間
苑
」
生
活
相
談
員
の
椿
山

美
香
子
さ
ん
は
、
現
場
に
は
前
職
が
多

彩
な
仲
間
た
ち
が
い
る
こ
と
を
紹
介
。

人
材
育
成
の
た
め
の
研
修
な
ど
を
充
実

さ
せ
て
お
り
、
安
心
し
て
働
け
る
職
場

で
あ
る
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。

　

重
症
心
身
障
害
児
者
施
設
「
横
浜
医

療
福
祉
セ
ン
タ
ー
港
南
」
生
活
支
援
部

長
の
生
田
目
昭
彦
さ
ん
は
、
多
職
種
に

よ
る
連
携
を
福
祉
の
仕
事
の
特
徴
の
一

つ
と
し
て
紹
介
。
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
や

異
な
る
視
点
を
吸
収
し
、
学
び
な
が
ら

働
け
る
仕
事
だ
と
伝
え
ま
し
た
。

　

児
童
養
護
施
設
「
聖
母
愛
児
園
」
主

任
児
童
指
導
員
の
伊
崎
直
樹
さ
ん
は
、

関
わ
っ
て
き
た
子
ど
も
た
ち
と
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
の
数
々
を
披
露
。
そ
の
上
で
、

人
が
健
康
で
幸
福
な
人
生
を
送
る
た
め

　

本
会
で
は
、
厚
生
労
働
省
が
掲
げ
る

「
認
知
症
施
策
推
進
総
合
戦
略
」（
新
オ

レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）
の
も
と
、
認
知
症
へ

の
理
解
と
知
識
を
持
ち
、
認
知
症
の
人

や
そ
の
家
族
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
役
割
を

担
う
た
め
に
県
内
で
活
動
す
る
「
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
等
を
対
象
に
、
よ
り

一
層
の
資
質
向
上
と
今
後
の
活
動
の
支

援
を
目
的
と
し
た
「
オ
レ
ン
ジ
パ
ー
ト

ナ
ー
養
成
研
修
」
を
、
県
の
委
託
を
受

け
県
内
７
カ
所
で
開
催
し
ま
す
（
下
表

参
照
）。

　

こ
の
研
修
で
は
、
認
知
症
の
人
や
家

族
に
対
す
る
支
援
に
実
績
の
あ
る
医
師

や
認
知
症
看
護
認
定
看
護
師
に
よ
る
講

義
を
通
し
て
、
認
知
症
に
関
す
る
知
識

を
深
め
ま
す
。
ま
た
、
活
動
場
面
の
事

例
を
取
り
上
げ
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
演

習
、
意
見
交
換
も
行
い
な
が
ら
、
社
会

資
源
や
関
係
機
関
と
の
連
携
の
取
り
方

等
に
つ
い
て
も
学
び
ま
す
。

　

研
修
を
修
了
し
た
方
は
「
オ
レ
ン
ジ

パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
し
て
登
録
し
ま
す
。

今
後
地
域
で
実
施
さ
れ
る
認
知
症
カ

フ
ェ
や
徘
徊
高
齢
者
模
擬
訓
練
等
、
オ

レ
ン
ジ
パ
ー
ト
ナ
ー
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
る
各
種
取
り
組
み
、
事
業
に
関
す
る

情
報
を
適
宜
提
供
し
て
い
く
予
定
で
す
。

就職支援ガイダンスの様子

福
祉
・
介
護
の
仕
事
の
社
会
的
意
義
、
や
り
が
い
を
発
信

 

― 

第
１
回
福
祉
の
し
ご
と
フ
ェ
ア
開
催

認
知
症
高
齢
者
等
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
に
向
け
て

 

― 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
支
援
事
業
〜
オ
レ
ン
ジ
パ
ー
ト
ナ
ー
養
成
研
修

オレンジパートナー養成研修開催スケジュール
会　場 開催日

横　浜 神奈川県社会福祉会館 平成29年９月21日（木）
小田原 神奈川県小田原合同庁舎 平成29年10月５日（木）
海老名 海老名市役所 平成29年10月25日（水）
伊勢原 伊勢原市立中央公民館 平成29年12月４日（月）
横須賀 神奈川県立保健福祉大学 平成29年12月９日（土）
相模原 サン・エールさがみはら 平成30年１月16日（火）
藤　沢 藤沢商工会館 平成30年１月25日（木）
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◇ 内容＝①映画上映②監督・製作担当
者講話③里親トーク④里親制度説明
◇費用＝無料
◇ 申込＝10月7日（土）までに里親セン
ターひこばえへ☎ FAX にて申込む
◇ 問合先＝里親センターひこばえ
　☎046－205－6092（月・水・金・土）
　FAX046－205－0032

第4回生活困窮者自立支援全国
研究交流大会のご案内

　生活困窮者自立支援法に携わる人
たちの、いかに制度を育てるのかを考
える交流会を開催します。
◇日時＝11月11日（土）、12日（日）
◇ 会場＝11日：高知県立県民文化ホー
ル（高知市本町4－3－30）
　 12日：高知県立大学永国寺キャンパ
ス（高知市永国寺町2－22）
◇ 内容＝①全体会（基調鼎談、有識
者による徹底討論、フロアディスカッ
ションほか）②分科会
◇定員＝1,000名
◇費用＝10,000円
◇ 申込＝9月29日（金）までに所定の参
加申込書にて郵送かＦＡＸにて申込
む。定員に達し次第、締切
　 ※大会要項、申込書はホームペー
ジよりダウンロード
　 URL https://www.life-poor-sup
 port-japan.net/
◇ 申込先＝（株）ＪＴＢビジネスサポート
九州ＪＴＢコンベンションサポートセン
ター「第4回生活困窮者自立支援
全国研究交流大会」係
　 〒810－0072福岡県福岡市中央区長
浜1－1－35新ＫＢＣビル6Ｆ
　☎092－751－2102 FAX092－751－4098
◇ 問合先＝（一社）生活困窮者自立支
援全国ネットワーク「第4回生活困
窮者自立支援全国研究交流大会」
実行委員会
　☎022－727－8730 FAX022－727－8737

社会福祉会計簿記認定試験のご案内
◇日時＝12月3日（日）
◇会場＝県社会福祉会館4階研修室
◇ 費用＝初級6,480円、中級8,640
円、上級（2科目）17,280円
　※上級の単科目受験は10,800円
◇ 申込期間＝9月11日（月）～10月31日（火）
◇ 問合先＝（一社）神奈川県福祉研究

本会主催

第17回地域福祉推進を
考えるセミナー

　「子どもの貧困の実態と課題解決」を
テーマに子どもの居場所づくりに何が必
要なのかを考えるセミナーを開催します。
◇ 日時＝11月14日（火）午後1時30分～
午後4時（午後1時開場）
◇会場＝県社会福祉会館講堂
◇ 内容＝①［基調報告］加藤彰彦氏 
（沖縄大学名誉教授）②［現場報
告］石井正宏氏（（Ｎ）パノラマ代表
理事）、豊田晋氏、大学生スタッフ
（（Ｎ）鎌倉てらこや事務局スタッフ）
◇定員＝200名
◇費用＝無料
◇ 申込＝申込書を記入の上、11月2日
（木）までにＦＡＸにて申込む。定員
に達し次第締切
◇ 問合先＝社会福祉施設・団体担当
　☎045－311－1424 FAX045－313－0737

会員・関係機関主催

川崎授産学園主催
「天体観望会」のご案内

◇ 日時＝10月7日（土）午後6時30分～
午後8時
◇会場＝川崎授産学園　天体観測室
◇ 内容＝①中秋の名月・天王星の観
望と解説②ブラックライトシアター
「お月さまにのぼったうさぎ」の上映③
先着200名様にはお月見団子のプレ
ゼント。雨天、曇天は天文集会（解
説、ブラックライトシアター）のみ
◇費用＝無料
◇ 申込＝事前申し込み不要、ただし小
学生以下は大人と同伴
◇ 問合先＝川崎授産学園
　〒215－0001川 崎市麻生区細山1209
　☎044－954－5011 FAX044－954－6463

第30回神奈川県里親大会のご案内
◇ テーマ＝「大切なあなただから～とも
に生きよう…希望ある未来を見つめ
て～」
◇ 日時＝10月21日（土）午後12時30分
～午後4時
◇会場＝藤沢市湘南台文化センター
　市民シアター（藤沢市湘南台1－8）

会
　☎042－773－9266 FAX042－773－0834

「多職種連携推進課程」
平成30年度学生募集のご案内
　県立保健福祉大学実践教育セン
ターでは、保健・医療・福祉サービス
において必須となる多職種連携につい
て総合的に学ぶ課程を開設しています。
◇ 出願資格＝保健・医療・福祉関連
機関、施設等において、多機関、
多職種との連携が必要な業務に1年
以上継続して従事している方
◇ 開講期間＝平成30年4月～12月（原
則土曜日）
◇募集定員＝40名
◇費用＝8,600円
◇ 申込＝9月11日（月）～10月20日（金）ま
でに出願。出願時提出の願書によ
り選考。詳しくはホームページを参
照のこと
　URLｈttp://jissen.kuhs.ac.jp/
◇ 問合先＝県立保健福祉大学実践教
育センター　☎045－366－5800

（一財）光之村活動助成募集
　主に県内を拠点として障害、高齢、
生活困窮分野で活動する団体を対象
に助成支援します。
◇ 助成金額＝【Ａ福祉人材育成を支援
する事業】1グループ10万円を限度
【Ｂ障害者等の団体活動を支援する
事業】1団体5万円を限度
◇ 助成期間＝平成30年4月1日～平成
31年3月31日までの定期的な活動
◇ 申込締切＝11月30日（木）必着。助
成が決定した団体には通知
◇ 問合先＝（一財）光之村
　〒253－0052茅ヶ崎市幸町19－23
　☎ FAX0467－58－9134

URL http://chigasaki-hikarinomu
ra.jimdo.com/

寄附金品ありがとうございました
【一般寄附】広瀬公子
【ともしび基金】（株）湘南国際村協
会、脇隆志、松岡万里子、横川和
司、中村浴場 （合計70,565円）
【寄附物品】湘南弦楽合奏団、（公財）
報知社会福祉事業団、日本農産工業
（株） （いずれも順不同、敬称略）
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桜
井
地
区
社
会
福
祉
協
議
会（
以
下
、

地
区
社
協
）
で
は
、
毎
週
土
曜
日
朝
７

時
か
ら
、
地
区
内
の
尊
徳
記
念
館
の
広

場
で
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
っ
て
お
り
、
小

さ
な
子
ど
も
も
シ
ニ
ア
世
代
も
参
加
し

て
い
ま
す
。

　

参
加
し
た

方
々
と
話
す
中

で
ア
イ
デ
ア
が

生
ま
れ
、
新
し

い
取
り
組
み
が

始
ま
る
こ
と
も

あ
る
そ
う
で
す
。

　
「
地
域
の
高
齢
者
な
ど
を
招
待
す
る

『
男
性
が
も
て
な
す
昼
食
会
』（
年
３
回
）

も
そ
の
一
つ
。
ラ
ジ
オ
体
操
の
後
、
男

は
料
理
で
き
な
い
人
の
方
が
多
い
と
話

し
て
い
た
ら
、
や
れ
る
よ
と
、
10
名
ほ
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ご意見・ご感想をお待ちしています！

かながわ
情報ほほっとっと

バックナンバーはHPから
検索 神奈川県社協

ど
手
が
挙
が
っ
た
の
で
、
男
性
だ
け
で

料
理
を
す
る
昼
食
会
を
や
ろ
う
と
、

あ
っ
と
い
う
間
に
決
ま
り
ま
し
た
。
家

で
は
料
理
を
し
な
い
と
い
う
メ
ン
バ
ー

も
、
聞
け
ば
食
事
づ
く
り
が
業
務
に
含

ま
れ
る
仕
事
を
し
て
い
た
な
ど
、
つ
く

る
側
は
楽
し
み
、
参
加
者
に
は
お
い
し

い
と
好
評
で
す
。
身
に
付
け
る
そ
ろ
い

の
赤
い
エ
プ
ロ
ン
か
ら
『
赤
エ
プ
ロ
ン

隊
』
と
名
前
が
付
き
ま
し
た
」
と
、
会

長
の
田
原
隆
さ
ん
。

　

ほ
か
に
も
地
区
内
の
自
然
を
生
か
し

た
世
代
間
交
流
事
業
や
、
各
自
治
会
で

開
催
さ
れ
る
高
齢
者
の
サ
ロ
ン
活
動

も
、
シ
ニ
ア
層
が
担
い
手
と
し
て
参
加

し
、
活
動
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　
「
田
原
会
長
に
よ
る
誰
で
も
話
し
や
す

い
雰
囲
気
は
、
参
加
の
し
や
す
さ
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と
民
生

委
員
児
童
委
員
で
も
あ
り
、
地
区
社
協

の
副
会
長
で
あ
る
小
澤
治
枝
さ
ん
と
会

計
の
安
藤
邦
子
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

西
野
隆
司
さ
ん
は
「
退
職
後
に
参
加

し
た
市
の
認
知
症
予
防
の
体
操
教
室

で
、
自
治
会
長
に
ラ
ジ
オ
体
操
に
誘
わ

れ
、
赤
エ
プ
ロ
ン
隊
に
も
参
加
。
そ
し

て
広
報
紙
『
社
協
さ
く
ら
い
』
の
編
集

を
担
う
よ
う
に
な
り
、
い
つ
の
間
に
か

事
務
局
長
に
…
」
と
、
こ
れ
ま
で
参
加

し
て
き
た
経
緯
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
「
こ
こ
に
暮
ら
す
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
交

流
で
き
る
場
を
続
け
て
、
そ
れ
が
困
っ

た
時
の
支
え
合
い
の
活
動
に
も
つ
な
が

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。
地
区
内
の

福
祉
課
題
と
支
え
方
が
見
え
て
き
た

ら
、
違
う
色
の
エ
プ
ロ
ン
隊
も
で
き
た

ら
い
い
で
す
ね
」
と
田
原
さ
ん
は
今
後

の
抱
負
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

誰
で
も
楽
し
く
！
そ
こ
か
ら
広
が
る
シ
ニ
ア
の
地
域
活
動

 

桜
井
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
小
田
原
市
）

①調理風景②③昼食会開始。
参加者と一緒に食べ、交流すること
も大事にしている

民生委員児童委員の小澤さん（左）と
安藤さん（右）。幅広い世代を対象に
活動を実施するようになり、参加者
が増え、住民に地区社協活動が見え
るようになってきたと話す

「趣味も楽しみながら地域の活動に
も参加して、自分のやりたいことを
見つけていきたい」と話す西野さん

法テラス神奈川
☎050-3383-5360
〒231-0023
横浜市中区山下町2
産業貿易センタービル
10階

　法テラス川崎
☎050-3383-5366
〒210-0007
川崎市川崎区駅前本町
11-1
パシフィックマークス川崎
ビル10階

〒250-0012

法テラス小田原
☎050-3383-5370

小田原市本町1-4-7
朝日生命小田原ビル5階

借金・離婚・相続・労働問題・犯罪被害…

こんなとき、
まずは法テラスへ

法的トラブルは、適切な機関や専門

家に相談するのが解決への近道。

まずはお気軽に法テラスへお電話く

ださい。

内容に応じて、ご利用いただける法

制度や相談窓口をご案内します。 受付時間【共通】　平日９：００～１７：００

交流の場となるラジオ体操

①

③

②
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